
 

                                                    

次年度事業計画の発表 
次年度委員長 

司会進行              山下次年度幹事 

挨拶                奥山次年度会長   

理事会で、来季以降は副委員長が次年度の委員長と致し
ました。それを前提として副委員長のお願いをしており、
継続性を目指していきます。そして、各委員が役割を発
揮しないということと、委員長選出が困難であることが
ありましたので、理事会に諮りますが委員会を 5つぐら
いに集約したいと思っております。今の委員長の役割が
委員の役割になり、役割を分担するという形に委員会構
成を変えたいと思っております。何についてもそうです
が、検討するプロセスは皆さんに公表し共有しながら一
緒に考えて結論を出していきます。本日は次年度の新し
い提案も出てきます。楽しみにしておりますので、皆様
もお聞き頂きご協力ください。 
 
クラブ奉仕委員会・会員選考委員会 

永井委員長代理 奥山 聡次年度会長 
＜クラブ奉仕員会＞ 
東京お茶の水ロータリークラブの活性化と発展のため
の魅力あるクラブ作り 
1.クラブ内のメンバー間の「和」の醸成 
 どんな活動をするにも、東京お茶の水ロータリークラ

ブのメンバー間の和が一番大切であり、親睦活動委員
会はじめ各委員会と連携して会員相互の親睦・交流を
図る 

2.例会への出席率のアップ 
 卓話の充実、食事内容の見直し、夜間例会の開催等 
3.会員増強、退会防止に努力 
 ・女性会員の増加 
 ・若手会員の増加 
 ・クラブ内の「和」の醸成等上記１）２）により退会

防止に努力する 
4.社会への貢献 
 ・奉仕の精神の発揚（目に見える、自ら参加） 
 ・地域の為（国内外）に役立つ奉仕、 
 ・困っている人たちへ手を差し伸べる 
＜会員選考委員会＞ 
会員増強委員会と連携した会員勧誘 
1.女性会員の増員 
2.若手会員の増員 
3.他業種にわたるリクルート   
 
出席・SAA 委員会  

松浦委員長代理 高山 肇副委員長 
＜出席＞ 
例会出席は、自分のクラブに対し行う最小限の奉仕であ
り、例会への出席を優先義務とし、欠席の止むを得ない
場合は、メークアップにてこれを補完する。 
・IM、地区大会、国際大会等への出席を奨励する。 
＜SAA＞ 
例会が楽しく運営されるよう心を配る。特にゲスト、ビ
ジターを優先とする。 
秩序…スムーズな、例会の流れをつくる。 
気品…スマートな、例会の雰囲気をつくる。 
風紀…クリーンな、例会の空間をつくる 
 

 

親睦活動委員会                俣野 幸昭委員長 

1．今年度の誕生日祝いは震災地支援の産物でしたが、
次年度はご家族に貢献として、ご自宅に花束をお届け
致します。 

2.サマーファミリーパーティー 7月 12 日（木） 
オペラ・ガラ・コンサートとイタリアンの夕べ（浜松
町 サン・ミケーレ）です。是非皆様ご参加下さい。 
会場は神田 RC の元会員、故早川氏が経営しておりま
した、岩本町「トナカイ」が、サン・ミケーレで復活
しました。 

3.クリスマスファミリーパーティー 12 月 5 日（水） 
スタンウェイピアノとヴァイオリン奏でるクラシッ
クとワインの夕べ（横浜山下公園横 ル・サロン） 
横浜中華街駅を出てすぐです。是非ご参加下さい。 

 
プログラム委員会  

八木委員長代理 大原 正道副委員長 
例会の卓話はお茶の水ロータリークラブ会員として出
席している意義の向上と満足度を高め、加えて楽しさと
知恵を増やせる 30分の時間を目指します。 
1.参加者を増やすため、例会前にメール・Fax で卓話を
知らせ、準備の都合もあるので出欠を取る。  

2.会員外、奥様も誘い、参加者を増やし、講師に満足を
して貰う。 

3.①衣・食・住にかかわるテーマ 
②地域の文化、歴史にかかわるテーマ 
③健康、医療にかかわるテーマ 
④ロータリー、政治、経済のテーマ 
⑤新入会員を中心としたテーマ 

4.親睦委員会と提携して旅行を計画する  
 昨年、親睦委員会と共催して奈良・天理旅行を計画し、
大変好評でした。  

 
会員増強・退会防止委員会     土居 岩生委員長 
今年は純増１名です。ありがとうございます。自分が
ロータリーを誇りに思わないと他人に勧めることはで
きないと思います。新会員の勧誘は全会員の責務です。
友人、同僚、仕事を通した友人、地域のリーダーに熱意
を持って ロータリーの魅力をアピールしましょう。そ
のためには、ロータリーの目的(奉仕の理想)を理解しま
しょう。また、友情を通じてのロータリーの理解は、お
互いに親しく知り合うことによってのみ、初めてできる
事です。 次年度の牛島研修リーダーと提携し会員増
強・退会防止をして参ります。 
 
雑誌会報・広報・ロータリー情報委員会 
                        高山 肇委員長 
1.メンバーの動向、委員会の情報を広報委員が取材し週
報 HPに載せる。 

2.「ロータリーの友」から広報委員が感銘、興味を持ち、
印象に残った記事を、毎月、広報委員が交代で紹介す
る。紹介する日に合わせて「ロータリーの友」を配布
する。興味深く聞いてもらえるよう紹介する。 

3.新入会員にロータリーの情報を伝える。広報委員は新
入会員にロータリーの情報を伝える席を数回設ける。 

4.ホームページの更新を週一回行う。 
5．お茶の水 RC の活動をできる限り他のメディアに情報
提供する。 

6.フェイスブックなどのソーシャルメディアを活用し
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て会員相互のコミュニケーションを諮る。これについて
は山下会員、木宮会員にお力を借りたいと思います。 
 
職業奉仕委員会   

岩佐委員長代理 奥山 聡副委員長 
本年度は、1975 年ジャック・プライド氏の言葉「職業奉
仕とは、われわれがその職業において、または職業を通
して、他人に幸福をもたらすことであり、他人に奉仕す
ることである」を根底理念とし、会員相互の仕事内容、 
事業背景となる市場概況、ひいては会員個人の仕事観や
企業観を理解するための活動を実施する 
1.会員相互の職業理解 web 展開 
会員相互の職業に関する理解を深めるべく、各会員の
営む事業紹介（企業理念、事業方針含む）の web ペー
ジを製作、配布する 
当 web ページは、新会員の加入に伴い、年 1回記事を
更新し、お茶の水 RC の職業奉仕プロジェクトの礎石
とする 

2.会員相互の職業理解（プログラム委員会との共同事業） 
上記事業内容の紹介に限定した会員卓話を実施 

 
社会奉仕・環境保全委員会       牛島 聡委員長 
1.千代田区クリーンプロジェクトの実施 
年間４回、第 2土曜日(予定)グループを組んで千代田
区内の清掃。 

2.毎月第一例会で「ロータリー希望の風奨学金」への寄
付を募る。 

3.「月一回断食基金」で集まった基金で、千代田区障害
者共助会のクリスマス会または新年会に於いてプレ
ゼント等の支援。 

4.重い病気や障がいのある子どもとその家族の支援を
している NPO 法人「親子はねやすめ」に月一回の寄付
を募る。今年度から実施しましたが、次年度も継続致
します。 

5.「千代田区さくら基金」を支援。 
 寄付金だけではなく会員の参加が出来る支援を実施。 
 
国際奉仕・世界社会奉仕委員会   木宮 雅徳委員長 
1. 日系ブラジル人の子供たちへの教育支援    
2. タイ・チェンライの子供たちへの支援      
 JAPANDAY 10 月 27 日（土）、28日（日）に参加 
3. かものはしプロジェクトへの支援 （主にインド） 
4. ベトナムとの親善活動のための調査研究  元米山
奨学生 タオさんを通してのベトナムとの親善活動
をスタートしたいと思っており、その調査研究を行い
ます。ASEAN では日本だけ省かれている感じがします
ので、ASEAN との国際親善をやれないかと微力ながら
思っております。 

 
米山・ロータリー財団・ニコニコ監督委員会 

        張  碧華委員長  
公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会は、日本にお
いて外国人留学生に奨学金を贈る、民間最大の奨学活動
を行う組織です。当クラブで受け入れた幾人もの優秀な

奨学生は、立派に学業を成就され母国に戻り日本との友
好親善に寄与されています。この奨学事業こそが、日本
のロータリークラブ独自の国際奉仕であるとの観点か
らも、会員のご理解とご協力をお願いしていきます。 
1.いずれの課題も基金を要することです。 
クラブメンバーが自主的にこれらに寄付に参加して頂
くのが、クラブをはじめ、広くはロータリー活動の質を
高めることにつながります。 
2.米山記念奨学会および、ロータリー財団の歴史、諸活
動を知り理解を深めることがより高い奉仕活動につな
がります。 
3.事業の遂行に関して会員の理解と協力を得るととも
に、状況に応じて寄付金を募る。 
 
青少年奉仕・青少年交換委員会  大原 正道委員長 
本年度は青少年交換留学生の受け入れは予定しており
ません。今年度の受け入れは、牛島会長、委員長が大変
苦労致しました。本来ならばロータリアンが受け入れ、
クラブ会員と交流を深めるのが主旨だと思いますが、当
クラブは受け入れられる体制がなかったのではないか
と思います。今後、青少年交換学生を受け入れられない
のであれば、クラブとして青少年奉仕をどういう形で貢
献できるか、皆さんと考えていきたいと思っております。
また、社会奉仕委員会が主体で行っている、福島原発事
故避難児童・生徒への教育支援に協力していきたいと
思っております。 
 
 
閉会点鐘                牛島 聡会長 
 




